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   計画実現のための基本的な取組 

連携と協働による都市づくり 
 

現在、我が国の社会経済情勢は、人口減少や少子高齢化の進展、⾃然災害に対する安全意識の高揚
など、あらゆる価値観などが目まぐるしく変化しており、地方⾃治体においても、経済環境の変化や
地方分権改革、地方創⽣の更なる推進など⼤きな転換期にあり、これまで以上に地域の⾃主性や⾃⽴
性が強く求められています。このような社会にあって、市⺠と⾏政が将来像を共有化し、強いパート
ナーシップを組みながら計画を策定し、実⾏することが重要となっています。 

本計画が示す将来都市像は、市⺠や事業者、⾏政が共有できるものと考えており、実現に向けては、
都市計画としての取組はもとより、広域的な連携や協⼒、本市における今後の計画や施策との調整が
重要である上に、市⺠や事業者の理解、協⼒が必要です。

（１）関係する機関との連携及び関連計画等との調整

 ① 広域的な調整と連携 
本計画が示す将来都市像の実現に向けては、

北海道が定める「都市計画区域の整備、開発及
び保全の方針（都市計画区域マスタープラン）」
に即すとともに、推進施策である「北の住まい
るタウン＊」の構想を踏まえて策定しています。 

本計画に基づく施策や事業の実施に向けては、
国、北海道や関係機関と調整・連携を図りながら
広域的な視野に⽴った都市づくりを進めていき
ます。 

 ② 周辺⾃治体との交流と連携 
市⺠の日常⽣活圏の広域化、周辺市町⺠、⾃

治体との交流と連携が拡⼤しています。このよ
うな動向に対して市⺠の要望に対応しつつ、周
辺⾃治体と連携を図りながら都市づくりを進め
ていきます。

 ③ 関連計画及び施策との調整 

本計画は、市の⾏政運営全般の方針を示す北
広島市総合計画に即すとともに、関連する分野
の計画と整合を図りながら策定しています。 

今後策定されるまちづくりの計画や、推進さ
れる施策との調整を図り、本計画の実現に努め
ます。

（２）連携と協働による都市づくり
市⺠ニーズが多様化し、少子高齢化が進展する中、個性豊かで活⼒のある地域社会を形成するため、

必要な情報を市⺠と⾏政が共有し、まちづくりを推進することが求められています。このような状況
のもとで将来都市像の実現を図るためには、都市づくりにかかわる市⺠・事業者・⾏政が各々の役割
を分担し、連携と協働のもとに取組を進めていく必要があります。 

地区における住⺠主体のまちづくりのルールの設定、身近な公園の管理、道路沿いの花壇の緑化な
ど、市⺠のまちづくりへの参加は、重要なものとなっています。 

市⺠と⾏政の協働によるまちづくりを進めるため、都市計画の提案制度＊の活⽤を図るとともに、
市⺠が主体的に⾏なう様々なまちづくり活動の⽀援を進めます。  

１ 

＊北の住まいるタウン 北海道がめざす方針における、「コンパクトなまちづくり」「低炭素化・資源循環」「⽣活を⽀える」取組を一
体的に展開し、誰もが安⼼して住み続けられるまち、地域のこと。

＊都市計画の提案制度 住⺠主体のまちづくりを進めたり、地域の活性化を図るため、⼟地所有者等が一定の条件（面積や同意など）を満
たした上で、地方公共団体に都市計画の決定や変更の提案ができるもの。
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（３）都市計画マスタープランの⾒直し 

本計画は、計画期間が 10 年間であることから、社会経済状況の変化や市⺠意識の変化などにより、
適切に⾒直しを⾏っていくことが必要です。 

また、こうした⾒直しは、上位計画である北広島市総合計画や北海道が定める「都市計画区域の整
備、開発及び保全の方針」の⾒直しとも連動しており、計画期間が同じであることから、必要に応じ
て⾒直しを⾏います。 

さらに、「第２章 都市づくりの理念と目標」における「都市づくりの視点」、「都市づくりの理念」、
「都市づくりの目標」に掲げた基本的な方向を踏まえつつ、個別の課題等で⾒通しが明確になった事
項については、適宜部分改訂などを⾏い、本計画が時代や状況の変化に適切に対応する計画としてい
くために、必要なフォローアップを⾏っていくものとします。 

 
 

【これまでの北広島市都市計画マスタープラン】 

  

北広島市都市計画マスタープラン 

（平成１６年４月策定） 
北広島市都市計画マスタープラン

（平成２５年３月改訂） 
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   計画実現のための検討事項 
 
 

『北広島市都市計画マスタープラン（第 2 次）』は、都市計画に関する基本的な方針であり、その
実現に向けた具体的な取組には、さらに詳細な検討が必要な事項があります。 

（１）全市に共通の事項
●緑豊かな住環境の創出 

住宅地における市⺠との協働による緑化推
進、緑豊かな住環境の創出が求められるため、
まちづくりに関する市⺠参加の拡⼤に向けた
検討が必要です。 

●各地区の連携強化 
本市の特徴である 5 つの地区（東部地区、⻄

部地区、⼤曲地区、⻄の⾥地区、北広島団地地
区）からなる都市構造を⽣かすため、公共交通
ネットワークの強化や、各地区間道路などの機
能強化を図るための検討が必要です。 

●各地区のコミュニティ拠点の充実と整備 
5 つの地区ごとに商業・業務施設や文化施

設等を中⼼とするコミュニティ拠点を位置づ
け、既存機能の強化や新たな機能の創設によ
り、地区の住⺠や情報が集まる地区の拠点づ 

くりを進めることが求められます。そのため、
⽴地適正化計画における誘導施策等により、
住環境・都市機能の充実に向けた検討が必要
です。 

●ボールパーク構想の推進による魅⼒あるまち
づくり 

官⺠連携でのボールパークの整備に伴う新
たな観光資源の創出やビジネスの拡⼤、豊か
なライフスタイルの提供など、その波及効果
を最⼤限活⽤したまちづくりと、北海道の地
域ブランド発信の拠点となる施設や、交通需
要に対応した道路の整備が求められています。
そのため、ボールパークの整備と一体となっ
たまちづくりを進めるためには、市⺠との情
報共有や、関係機関との連携強化に向けた検
討が必要です。

（２）東部地区に関する事項
●魅⼒的な商業・業務地の形成に向けた検討 

駅から中央地区にかけて公共施設や商業・
業務施設が集積していますが、買い物環境の
維持・整備と併せて病院や福祉施設との複合・
集約化を進めるため、事業者・⾏政・専門家
などにより都市機能の強化に向けた検討が必
要です。 

●ボールパークの整備に関わる取組 
ボールパークの整備を進めるため、⺠間事業

者や関係機関とのさらなる連携による取組が
必要です。 

 
 

（３）⻄部地区に関する事項
●住環境の整備に関する事項 

⻄部小学校・⻄部中学校の周辺に日常に必
要な基礎的都市機能の充実を図り、コミュニ
ティや交流活動の拠点とするため、⼟地利⽤
を含めた具体的な検討が必要です。 

●旧島松駅逓所を中⼼とした史跡の活⽤に関す
る検討 

旧島松駅逓所やクラーク記念碑などを⽣か
した多くの人が集まる史跡としての整備に向
け、史跡にふさわしい魅⼒の創出や、人を呼
び込むための運営方法など、市⺠の意⾒を聞
きながら活⽤に向けた検討が必要です。 

 
 

２ 
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●輪厚パーキングエリア周辺の土地利⽤の検討 

輪厚パーキングエリア周辺は、スマートＩ
Ｃを活⽤するなど、地域特性を⽣かした⼟地
利⽤について関係機関と協議を進めるととも
に、⺠間事業者との連携について検討が必要
です。

 

（４）大曲地区に関する事項
●都市機能の維持・充実を図るための検討 

⼤曲会館の周辺とふれあい学習センターと
の連携を強化し、⽣活サービス機能を展開す
る拠点の形成に向け、商業・医療・福祉施設
などの充実に向けた検討が必要です。 

●災害に強いまちづくりのための検討 
北海道胆振東部地震により被災した⼤曲並

⽊地区を早期復旧するとともに、地区コミュ
ニティの再構築に向けた検討が必要です。ま
た、防災⾷育センターは、災害時はもちろん
のこと、平常時においても防災に向けて有効
に活⽤できるよう検討が必要です。

（５）⻄の⾥地区に関する事項
●コミュニティの中⼼地の形成に向けた検討 

地区住⺠のコミュニティの中⼼となる⽣活
拠点の形成に向けた取組や、公共施設の複合
化を含めた基礎的都市機能の配置など、⽣活
の利便性を高めるための検討が必要です。 

●ＪＲ上野幌駅周辺の整備に関する検討 
ＪＲ上野幌駅及びその周辺については、駅

舎のバリアフリー化に向けて関係機関と協議
を進めるとともに、駅周辺の利便性を⽣かし
た⼟地利⽤を検討します。

（６）北広島団地地区に関する事項
●移住・定住促進のための住環境整備に向けた 

検討 
「さんぽまち」にふさわしい緑豊かでゆと

りある住環境を⽣かした移住・定住促進の環
境整備として、北広島団地地区の容積率の緩
和等を進めるとともに、子育て世代等の定住
促進につながる居住機能の誘導に向けた取組
が必要です。 

●ＪＲ北広島駅⻄⼝周辺の整備に向けた検討 
ＪＲ北広島駅⻄口周辺は、ボールパークの

整備による来訪者の増加を想定した商業施設
や公共施設の⽴地、集積を図るとともに、安
全で快適に移動できる歩⾏空間や駅前広場の
整備、市有地を含めた駅周辺を一体として整
備するなど、にぎわいや交流の場としての都
市機能の充実に向けた検討が必要です。 

●緑葉公園の再整備に向けた検討 
市内唯一の総合公園である緑葉公園は、緑

豊かな⾃然環境を⽣かし、だれもが安⼼して
利⽤しやすいスポーツ・レクリエーション施
設の再整備について、市⺠や専門家の意⾒を
踏まえた検討が必要です。 
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